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 事業概要 

各種宇宙機のダイナミクスに関する数値解析を実施する. 具体的には, (1)宇宙輸送機に用いるエア

ブリージングエンジンのエアインテークの流路形状設計, (2)天体への着陸機の着陸時におけるスラス

タ噴流と天体表面の干渉評価, (3)宇宙機の推薬供給用のキャンドモーターポンプのモーターギャップ

流れ特性の改善, を行った. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

どのテーマも, 実験と補完的に進めているが, JSS3 を使用することで, 非常に高速に解析を行うこと

ができるため, 実験条件の設定や実験結果の理解に有効な数値解析が可能である. 

 

 今年度の成果 

(1)宇宙輸送機に用いるエアブリージングエンジンのエアインテークの流路形状設計を行った. 図 1

に, 流れ場のマッハ数コンターを示す. 図 2 に, 実験と CFD で得られた圧力分布の比較を示す.  

(2)天体への着陸機の着陸時におけるスラスタ噴流と天体表面の干渉評価を行った. 図 3 に, 天体の

形状を仮定した場合のスラスタ噴流流れの解析結果(マッハ数コンター)を示す.  

(3)宇宙機の推薬供給用のキャンドモーターポンプのモーターギャップ流れ特性の改善を検討した. 

ギャップ流れの解析結果例(流線)を図 4 に示す. 

 

宇宙機のダイナミクスに関する研究 
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図 1: インテーク流れ場のマッハ数コンター 

 

 
図 2: 実験と CFD で得られた圧力分布の比較 
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図 3: スラスタ噴流流れの解析結果（マッハ数コンター） 

 

 

図 4: モーターギャップ流れの解析結果例（流線） 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 OpenMP 

プロセス並列数 256 

１ケースあたりの経過時間 8.3 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.26 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 2,865,244.85 0.13 

TOKI-ST 411,751.75 0.44 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 20,099.06 1.53 

TOKI-TST 38,373.43 0.63 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 1,070.00 0.89 

/data 及び/data2 62,140.00 0.38 

/ssd 400.00 0.04 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 0.00 0.00 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 14,462.63 6.53 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


